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ニウbンの傳（3）
山　本　一　清
　1685年四月初め，ニゥトンは郷里リンカーン郡から蹄って來て，直ぐ，
かの大著述の準備に取りかNつた．其の年の春の間に，彼れは多数天膿の
引力を決定し，これで以って，萬有引力の法則を完成しナこ・其の夏には・
彼れは「プリンシビア」の第二巻を書き終っナこ・（第一巻は即ち前にも記し
元蓮動論De　Motuを塘補完成しナこものである・）其の後暫くは，ニウトン
εフラムスチードεの間に文通があっナこ＞Sいふ事以外に，「プリンシビア」
の著作については何も撃つナこ事が博：はってみない．が，1686年4月21目にハ
レイは三士院の會含に於いて「重力ε其の諸性質に關する論文」（Discourse
cOncerning　Gravity　and　its　Properties）を旨み，其の中に於いて，
　『我が尊敬する同胞アイザーク・ニウトン氏は，蓮動に關する非常に重大
な論文を書いて，近く印刷に附せんミして居られます．・…・…・ニウトン氏
は逆二乗の法則を根本原理εして，予ての天艦運動を解明し．殆んE“論議
の鯨地無きまでにせられました．』
ε述べナこ．同月28EI，學士院の次ぎの回合に於いて，ヰンセント（Vincent）
博＝ヒは「物理學の撒理」（Philosophia　NatUraltg　Pt”incipta　Mathematica）ミい
ふ表題の論文稿を提出し，之れはアィザーク・＝ウトン氏からのものである
ミ公表した．但し，此の論文稿は只第一巻のみを含んでゐナこものに過ぎな
いけれさ，一士院では之れを非常に箪敬し，『ニウトン氏に感謝伏を贈るこ
ざ，及び，此の論文の印刷は箒i犠員會に提案するこε，ついては此の論文
を一慮ハV／氏の手に渡し．評議員會に報告を依頼するこご』の命令が獲
せられtこ．しかるに，此のハレイの報告の意志は明白であったに拘らす，之
れを印刷に附するに就ての實行方法が捗らなかったので，次ぎの例會，邸
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ち五月19日の時，此の励行が遅延してみるこεに興し多少の物議を起した
らしく，其の結果，rニウトン氏の著作は四つ切り版に印刷するこεNし，
此の意味をニウトン氏に通告し，衙ほ，印刷，分冊，圖野臥に關して著者
の意見を聞くやうに』εの命令力制せられた．其の後三日して，ノ・レイは
此の決議をニウトンに通告し，印刷費用は二士院の経費から支辮される筈
であるこミをも附言しf．更に次ぎの，六月2日の非時院の會合では，四々
『ニウトン氏の著作を印刷に附すべきこε，………但し，さきの総會に於い
て決議されナこ如く印刷費を導坑院の経費から支辣するのでなく，此の件に
干して專ら斡旋に當ってみるハVイ氏が印刷費を自聾する筈である」iの
こεになつナこ．
　ハレaは此うした事務の逞延の理由をニウトンに説明するため，五月22
日に手紙を書き，『學士院の會長が國王の宮殿へ参内して不在であり，副會
長も亦時候の加減で市外へ行って不在であっナこりしたナこめに……』ざ申し
わけをしてみるが，国際は．此れが眞の理由でなく，むしろ，學士院の會
計状態から見て評議員たちが此の印尉に賛成しなかったナこめであるらしい．
だから，ハレイが自ら可なりの四望を負って此の著書の印刷費用を緋じた
のは，後世の人々から大に感謝せられて好いわけである．此の同じ手紙の
中に，ハレイは，此の「プリンシビア」が學士院に提出された暫時，フクが
如何なる態度を取ったかごいふこざに就てニウbンに書き途る必要を感じ
ナこ．告口，ヰンセント博士が此の論文稿を紹介し，論の要旨の新味ε礎威あ
るこミをひさく推饗しナこ時，サー・ジョン・ボスキンス（Sir］ohn　Hoskyns）
が座長席に在っナこが，フクは自分がかつてやつナこ獲見のこεをサー・ジョン
が少しも言はないε言って大に攻撃した．ハレaの手紙の文面に縁れば，
『フクは重力が中心からの距離の二乗に逆比例して減少するEいふ法則を
雪見しkのは自分だご思ってみるのです．』……それで，ニウトンも，此の
法則に濁する最初の考へをフクから與へられたεは言へ，「此の法則から導
かれる響動曲線の謹明は全くニウトンに館ずべきものであります．……此
の問題の，さの黙までがフクのものであるかミ言ふ事については貴君自身
が最もよく知ってゐられる箸であり，從って，此の際貴君が取られる態度
も充分に分って居られませう．要するに，フクは貴君が序文の中に彼の名
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を附記すべきものであるε豫期して居るのでせうし，貴君も繁れを序文に
記すこミについての理由を認められませう．私が今類うして失脚な事を申
す二εを御許し下さい．しかし，囲うしナこ事情を貴君に知って頂くやうに
此所に書き添へるのは私の義務であるミ思ひますから．それで，何事も
よろしく御取りはからひ下さい．私こしては，貴君が他入の評判を借用す
るなさεいふこSの全く不必要な導入であるこεを充分に知って，蒲足し
てみるものなのです．』
　こうしてハレイは；ウFンの徳義心に訴へ，ミにかく一言フクの名を序
文に入れるやうに希望しナこ．ノ、レイの考へによれば，ニウ5ンが逆二乗法
則を公表した以前に，フクミレンεハレイ自身こが同地な問題を論じ合っ
たこごは明らかであるのだから，此の三入のうちの誰も，別に此の法則の
謹明を獲表しなかったけれ曹，事實，フクは特に熱心に此の法則が眞理な
るこεを信じ，其の謹明法を考へっsあったこεに疑ひは無いのでめつfこ・
ニゥFンは1686年六月20日に下の如き手紙をハレイに＄つた：一
　『舞啓一フク氏ミ私ミの間の問題について貴君に知って頂きナこいナこめ
に，私は今記憶する限り，爾人の間に取り交はされた文書について説明し
ませう．尤も此等の手紙は永い以前に書かれたもので，其の後に僑さんな
事が手紙で往復されfeか，私もよく細らないのですが．……私がサーChLレ
ン氏を訪隠しましナこ時，氏は既にかの逆二乗の事を知ってゐナここミは，當
時の事情によって明日なのです．それでフク氏は（氏が後日に著した書物
Cometaにより）此の法則を知つナこ最：後の人であるのです．私は此の手紙に
よって貴鱈に此等の事情も充分に了解して頂きナこいε思って書き出したの
ですが，やつばり何だか馬鹿々々しいやうにも思ひますので，唯，簡軍に
要貼だけを記しませう：私は逆二乗を決して地球表面より以下にまで深く
半張したこミはありませんし，昨年私が尽る謹明法を見付けナこ前には，其
れが其んなに低い場所に迄精密に當てはまるこ書はあるまいε考へてるま
しk．それですから，投射の原理にも其れを用みす，叉，天艦の民事のこ
ミも考へませんでしナこ．こんな事情ですから，フク氏は投射や地球中心ま
で論じた私の手紙によって私が天艦の理論を知らなかつナこε結論するこご
は出來ない筈なのです．氏が逆二乗定理について私に語つナこ事，邸ち二幅
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は地球の中心にi迄達するミいふのは誤りであります．
　『フク氏が私に投射論の揚合に話しナこSいふ理由のみのfeめに一即ち
私は天罷の浄写の逆二乗論を全然知らない事，言ひ換へれば，間蓮つた理
由のtめに，私が印刷文の上に於いて一言を序文に加へよε迫まられると
は心外です．私が氏の第一回の手紙に封ずる回答に於いて今後の文通を断
つたこε，私がもはや議論を止して，箪に投射の實験のみを書き迭つたこ
S（私の回答を柔らけるために）は，則ち今後氏から何の交渉も受けまいε
した態度であったのです．叉，氏の第二の手紙には殆ん曹回答するだけの
意志を持たす，第三の手紙には全く返事を出さなかったのは，別閤題なの
です．私は氏からの手紙に即する事より外には決して学術上の事を言ふま
いε決心したのですから，當時，私は此様な事を考へてるなかったのは御
察し下さるでせう．同氏は私が逆二乗の残りの部を知らないものε決めて
しまった同じ理由によって，爾ほ．氏の書物の中に以前頑んだ理論のi勤
の分をも私は知らないものε，氏は考ヘナこのかも知れません．私の或る論
文に（それが何年頃の事だか明らかではありませんが，しかし，私がオル
デンバーグ氏ε文通し始めナこよりも少しく以前であるこEは確かですから，
それは今から十五年半上前です．）下遊星に働らく太陽の力は皆太陽からの
距離の二乗に逆比例するεいふこミを書き，又，月が地球の中心から遠ざ
からうεする遠：心力（conatus　recedenti　a　centro　terrae）に婁｝する地球の重
：カをも，精密ではありませんが，算出しナこひ三があります．ハaゲンxか
かの「振子時計」（HorOlogium　Oscillatorium）を著して，私に其の一本を贈
られました時，私は其の橿歌の終りに，此の著述が學術上個品であるこε
を推賞し，前記の論文からの二三の例を引いて，月を引く地球の引力ε，
地球を引く太陽の引力εを比較するために有用であるこεを附記しました・
叉　月の盈虚の問題の決定や，太陽覗差の限度を定めるナこめにもなるこε
を記しましたが，刷れにより，私は以前から各遊星が圓蓮動をするtこめの
カを比較するこEを研究し，既に其れを知ってみたこεを明らかに謹明ず
るものです．ですから，其の暫く後，フク氏が，地球の運動を立卜する論
の終りに，此の問題を嚴そかに提出した時，若し私が以前から二乗法則を
知って居なかったのなら，其の時始めて之れを知つナこ警であります．今か
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ら十年乃至十一年前，貴君の書物にも載せられナこ私の假説が一つあります：
其れは郎ち地球や太陽や遊星の引力が多くの天畦畔動の原因だらうミいふ
こミを噌示しナこものですが，其の場合　天艦の表面から距たるに從って重
力の減する割合は（文を略して，精しくは述べなかったけれさ『，）中心から
距離の二乗に逆比例するミいふ外では無かったのです．ですから，今私は，
「當時此の假説の撒理的條件を明白に知らなかつナこ」な1きε，印刷文の中に
公言するこεを薦められるのは心外なのです．しかし，假りに私が其れを
フク氏から教へられたεしても，やはり，私は其の事を文の中に省略する
構利はあります．何故E言へば，ケプラー（」，Kepler）が「遊星の軌道は圓
形で無くて卵形である」ε知り，「多分，楕圓形だらう」ミ想像した如くに，
フク氏も私へ手紙をよこした後，私が何を養早しtcかを知らないでるて，
只，引力は中心からすつε離れた所では距離の緊々二乗に逆此干するSい
ふこεを知ったに過ぎす，倫ほ其れを精密なものミ想像し，逡には，空っ
E降って，力の中心までも此の比例關係を延長しナこりしてゐます．故にフ
ク氏が此の比例關係を想像したのは，下しクプラーが楕圓形を想像したよ
りもまついのです．
　『f韻ま，此の比例の精密度については大なる抗議があります．師ち，私が
しました平明を知らないでは，之れが如何ほさ嚴密なものであるかεいふ
こミを賢明なる理畢者たちは判断するこεが出來ない筈なのでが，フク氏
は此の私の讃明を今でも知らないのです．それで，つまり此の問題につい
ては，私は比例定理ミ空母形εを同じ程度に取り扱ってみるのですから，
フク氏子の他の人々に冷しては，恰も私がケプラーに封ずるε同平な灌利
を以ってみるのです．故に，氏も其の圭：張を少くざも柔らけて貰ひナこいの
です．
　『貴君から私に途付して頂いナこ校正刷を有難く御答申ます．私は全艦を
三巻にしやうxS計書しましナこ．其の第二巻は，短かいので，昨夏に脱稿し，
・今は只其の浮爲ミ，特等を叢くこεが残ってみるだけです．其の後，私は
新しい定理を幾つか見付けましナこが，其れは暫く其のまxにして置きます．
第三巻には未だ群星の理論が入ってありません．昨秋，ニケ月を費して，
私は好い方法を研究しましナこが，其の結果，ヌ．，第一巻へ逆戻りするここ
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になって，其れを増補して，彗星其の他に關するいろいろの新定理を加へ，
此の冬に終りました．今，私は第三雀を止して了はうε思ってゐます．理
學εいふものは無禮な，雫論好きの辞みたいなものですから，男は彼女の
味方になるこεも，訴訟で相雫ふこεも，いろいろあるわけです．そんな
事を私は以前に考へたこミもありますが，今又私はいろいろの問題にぶつ
かり，彼女は私を警戒してゐます．始めの三塁だけで，第三巻無しでは
：PhilosOphia　Naturalis　Phncipia　Mathematicaεいふ表題が適當で無いざ思
びまして，私は其れを「天今回理論二項」（De　Motu　Corporum　libri　duo）ミ
憂へましナこb
　『しかし，其の後，叉考へ直して，元の表題に改めました．こうした方が，・
書物εして良く剥れませうし，又，實際此の書物は，もはや，貴君のもの
なのですから，填れ方を減らせナこくありません．各節をそ勲それの名で呼
ぶこxSにしましたが，章の中の文字は御随意に御攣へ下さい．差支へありま
せん．第一頁に於いて，私は，第三巻のこεを意味するuti　posthae　docebitur
ミいふ言葉を取り消しましナこ，
　　　　　　　　　　　　　貴君の親しき友，アイザーク・ニウ1・ン』
　1686年六月29日に，ハレイはニゥ5ン～，次の手紙を書いた．
　『全人類が貴兄に感謝すべき此の事件に關して，貴兄の心を痛めましナニ事
を，私は非常に早撃の毒に思ひます．』云々．それから，怪士院の夢合に於
いてフクが其の嬉嬉を主張した事を養いナこ後，次ぎの交で終ってみる．
　『……しかし，私の見る所では，今までの如何なる印刷物にも，叉，學士院
の藏書にも全く書かれてみないのですから，貴兄が眞の爽明者（inventor）
であるミいふ事を人々は皆承知してみるやうでしナこ．萬一，フク氏が其れ
を貴兄よりも早く知ってゐナこのが眞實なのならば，彼が大切だミ思ってみ
る其の護見を直ぐ確学的に公表しなかったのが手落ちであるのです．氏が
聴入的に如何なる蓮動をしたか，私は知りません．兎にも角にも，學士院
は貴兄が此の大論文を提出して學士院に致された名馨について大満足を感
じてみるこεは確かです．ですから，貴兄がかの事件で憤慨されて第三巻
の出版を思ひ止まられるここは好くないε思ひます．あの第三巻の中には・
私が昇見した所では，彗星の敷理論や，いろいろ興味ある二丁が記載され
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てるるのですから，世の中の「籔學嫌ひの學者」ε自稻する入々にも容易に
了解されませうし，實際，此の種の入が大多撒なのですから，書物の艦裁
や用紙については，貴兄の御賛成により，私はさしさしあのまN進渉する
やう促しませ」．私は，前からi版をきれいに彫刻させて，謹明文のある
頁にそれぞれ入れるやうに男へてるるのです．こうしナこ方が便利で，早し
ナこ攣化でもありますまい．覧れが貴兄の御氣に召すならば，其の通りして
御目にかけませうでなければ，私は貴兄の御国叢よりも少々大型にしナこい
のですが．
　　　　　　　　　　　　　　　　　貴兄の親友　エドマンド・ハレイ』
　1686年六月30日に，學士院の団長は＝ウトンの著書を，PhilosOphiae
Naturalis　Principia　Mathematicaミいふ表題で特許するこεを評議員から要
求されナこ．
　1686年七月14日に，ニウトンは・・vaへ手紙を迭って，本文の間に木版
を入れるこεに賛意を表し，爾ほ，又フクからの手紙に開する別の事を書
いた後，『フク氏こ私Sの間の事に解し，いろいろこ申しましナこが，將來は，
もはや，氏の手紙の上の偏見から逃れテこいものだε希望します．私は今の
論雫を如何にせば和解するこミが出旧るかεいろいろ考へた末，第四定理
に断罪を加へるこεにしました．』此の註澤ξ言ふのは，『引力の逆法則は，
総ての天罷四聖に當てはまるものであるb，之れは叉，別々に，レン，フク，
・・レイ三氏によっても一見されfものである』ミいふのである。此の手紙．
の後，いよいよ「プリンシビア」の印刷が始められた．第二巻は1686年の
秋に印棚に附せられる筈であっナこが，實は1687年三月迄，印刷所に途られ
なかつナこ．第三巻は1687年四月6日に判型院へ迭られ，これで，全巻が同年
の夏の中頃に嚢行されるこミになつテこ．興れは番士院へ献本せられ，序文：
には，ノ・レイから著者に宛てられたラテン文の六韻詩の一節が入れられて
ある．此の著書は，果して早期の如く，全ヨーロッパを通じて學界に大興
奮を齎らし，版は直ちに頁り鑑された．1691年には「プリンシビア」は殆ん
さ一冊も手に入らないこ｛：になった．（つy“〈）
